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退避データのファイル名を変更する場合は、エク

スプローラーで変更しても REAL4 では反映され

ず、退避時の工事番号で表示されます。工事番号

を変更される際は必ず【工事管理】‐【編集】で

行ってください。 

 

 

 

                             

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積

算データを含めて退避した際、ファイルサイズが

大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

通常は☑を入れない項目 

※【工事】-【分割】後のデータを軽くする場合☑ 

・符号管理の比較データ 

・符号管理の保存データ 

・管理資料連動データ                             

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積

算データを含めて退避した際、ファイルサイズが

大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

通常は☑を入れない項目 

※【工事】-【分割】後のデータを軽くする場合☑ 

・符号管理の比較データ 

・符号管理の保存データ 

・管理資料連動データ                             

符号管理の比較データ、符号管理の保存データ、

管理資料連動データは、【工事】-【分割】を行っ

たデータを退避する際、データを軽くするために☑

を入れます。（☑を入れると退避データに含みませ

ん。通常は☑を外しておきます。） 

 

 

 

【工事管理】で工事データを選択し、【退避】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

参照をクリックしてデスクトップなど保存先を指定します。 

退避方法は『工事番号で 1 圧縮ファイルにまとめて退避』を選択し、退避をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

工事データの圧縮を行います。 

 

退避した工事データは『工事番号.zipR4』と

いう拡張子のファイルになります。 
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他社から来た REAL4 のデータ『工事番号.zipR4』をデスクトップなどに保存し、【工事管理】で【復元】を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

参照をクリックして保存先を選択し、復元する退避データに☑を入れ、復元をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事管理に復元した工事データが追加されます。 

復元した工事データを選択し、選択をクリックすると起動します。 

退避した圧縮データを解凍します。 
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【簡易継手】の【作成】を行うと、共通読込のリストの一番

上のデータが自動で取り込まれるため、ご注意ください。 

特にスプライスはすきまが 5mm のものがリストの一番上

にあるため、必ずデータを確認し、必要に合わせて修正して

ください。 

 

 

 

柱や梁の部材マスター登録時には継手名を設定せず、継手マスターで継手を登録する時にまとめて継手名を設定 

したい場合は  から〈簡易継手符号〉を選択します。 

例）大梁マスターの『継手名（中）』で          例）小梁マスターの『継手名（左）・（右）』で 

〈簡易継手符号〉を選択する場合            〈簡易継手符号〉を選択する場合 

 

〈簡易継手符号〉を選択した場合は、継手マスターに最初は何も表示されません。 

継手マスターの【簡易継手】をクリックします。 

 

継手名を設定したい部材のタブをクリックし、『接頭語』と『カウンタ』をそれぞれ設定し【作成】をクリックし

ます。確認画面で【OK】をクリックすると、継手マスターに継手が追加されます。 

例）梁のスプライスは GJ1、GJ2・・・、ガセットは BJ1、BJ2・・・と設定したい場合 

 

 

 

 

 

〈簡易継手符号〉を使用すると後から一括で継手名が登録できます 
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一体化する際に以下のメッセージが表示される場合は、ブレースシートとガセットの奥行きがずれています。 

「いいえ」をクリックして【ブレース】-【修正】よりブレースの奥行きを合わせてから、再度一体化を行って

ください。 

奥行きがずれている状態で「はい」をクリックすると一体化する側のシートの奥行きは合わせますが、  

ブレースの位置及び、反対側の端部のシート位置は修正されません。 

 

 

 

【本体】‐【ブレース継手】‐【ブレースシート一体化】をクリックします。 

 

一体化したいブレースシートの図とガセットの図をクリックします。 

選択後、四隅の☑ をクリックして確定すると 

ブレースシートとガセットが一体化されます。 

 

右側の入力シート項目より形状を選択 

例１）端部線つなぎ方：1-上下をつなぐ        例 2）端部線つなぎ方：3-ガセット外ポイントをつなぐ 

   ガセット端部処理：2-鋼材面まで伸ばす       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ブレースシート一体化より可能です。 

※奥行きに入力する数値は、ブレース入力時に奥行基準に指定している 

「部材芯」や「部材面」からガセット位置までの距離になります。 

※ガセットとブレースシートの板厚が異なる場合は、厚い方の板厚が採用されます。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver3.10 2023/2 

 

 パラメーターは仕口加工指示書出力画面内のファイルからも開くことができます。 

 加工指示書出力画面からパラメーターを開いた場合は加工指示書関連のパラメーターのみ表示されます。 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】 をクリックします。 

【加工図作成】‐ 【24.仕口加工指示書-柱詳細図】‐ 3）ブラケット符号 の  をクリックし、 

ブラケット符号設定画面で『鋼材符号名（#2）』 に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パラメーター」で設定ができます。 
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レイアウト設定内の図面編集でも Arris4 の機能を使用したい場合は、以下の設定も併せて行って下さい。 

 

REAL4 起動後 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】‐ 

【作図設定】‐図面編集設定の 

『Arris4 で図面編集を起動』に☑を入れると 

Arris4 の機能が使用できるようになります。 

※Arris3 へ戻したい 

場合は左記関連付けにて 

『SF Arris3』を選択し、

【設定】をクリックして

ください。 

 

 

 

デスクトップ上にある【Arris4】のアイコンの上で右クリックし、 

【管理者として実行】をクリックして Arris4 を開きます。 

 

【ファイル】‐【オプション設定】をクリックします。 

 

【セキュリティ】-ファイル拡張子の関連付け設定の【設定】を 

クリックし、 

『SF Arris４』が選択された状態で、関連付けする拡張子として 

 ☑ .F５ （Arris3 用標準ファイル形式） 

 ☑ .F6x （Arris4 用標準ファイル形式） 

にチェックが入った状態で 【設定】をクリックすると、Arris4 へ関連付けられます。 

                      

 

 

 

 

 

 

SF システムメニューや REAL4 内の出力タブにあるアイコンや継手入力画面内、 

胴縁割付断面内などから起動できる Arris が全て Arris３から Arris４へ変更されます。 

 

 

 

Arris４内でファイルの関連付け設定を変更できます。 

【SF システムメニュー】 【出力】タブ 

【継手】‐【入力】 【胴縁割付断面】 

【REAL4 のオプション】 【図面編集】画面 


